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｢ 抱き しめる聖者｣ ア ン マ の 直弟子 B r . シ ヤ
ー

ン タア ム リタによる仙台サ ッ トサン ガ

ネ ビ リ チ ェ ア
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自 然 と 調 和 し て 生 き る -

講師 B r . シ ヤ ー ンタア ム リタ ･ チ ャ イ タ ン ヤ

米国カ ル フォ ル ニ ア 生ま れの 僧侶

シヤ
ー

ン タア ムリ タ は ｢ 平和｣ と ｢ 永遠｣

チャ イ タ ン ヤ は ｢ 貴紙】 を意味す る

交通

J R ●仙山線 ･ 北仙台駅より徒歩 1 0 分

地下鉄●仙台市地下鉄南北線 ･ 北仙台駅

の南 1 出口より徒歩 1 0 分
バ ス ●市営バ ス ･ J R 仙台駅か ら北山 ･ 子

平町循環で ､ 北山 1 丁 目下車､ 徒歩 5 分

※駐車場ありますが ､ 数 に限りが ありますの

で
､
なる べく公共交通機関をご利用ください ｡

母な る自然か ら学び､
自然とともに生き る術に つ い て ､ 日本語堪能な B r . シ ヤ

ー ンタア ム リタが ､ 過去 2 0 年余りの ア ン マ との経験を交えながら､ わかりや

すく お話 してください ます｡ 震災か ら
一

年､ 原点に かえ っ て ､ 自然の メ ッセ ー

ジに 耳をかたむ けてみませんか ｡

2 0 1 2 年 3 月 2 4 日 ( 土)
1 3 : 0 0 開場 1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 3 0

場所 : 青葉神社 大広間･
仙台市青葉区青葉町 7 -

- l
･

,

内容 : 講話とワ ー ク シ ョ ッ プ (在来種の栽培を実践)

参加費 : 1 0 0 0 円 - ( イ ベ ント開催費 ･ 交通費■･ 宿泊費を除 い て ､

収益はア ン マ の慈善活動に充て られ ます)

【お申 し込み
･ お 問い合せ先

､
】
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､ 住所 ､ 氏名 ､ 電話番号を明記 して ノ

お申 し込み の 上 ､ 当日会場で 参加費をお支払いください ｡
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今回 の会に先が け､
2 月 1 7 日 ～ 1 9 日 ､ 東京八 王子に て リ トリ

ー トが あり
､
プ ロ グラ ム ｢ 自然 と調和 して 生 きる｣

に参加 して来ま した｡
* リ トリ

ー

トと は日常を離れた 自然ある場所でお こなう集中プ ロ グラ
ム の こ とで自分を見 つ めなおす機会となる

今 ､
地球 の環境をあらゆるデ

ー

タで 見ると ､ は るかに想像を超 える数値 で した 0

世界中で 起きて い る異常気象､ 自然災害 私 人間が便利さを追求するなかで徐
々 に自然が破壊された結果0

自然の忍耐が限界 を超 えて しま っ た姿で あるこ と｡

自然界が 強烈なかたちでメ ッ セ
ー ジを伝えて い るこ と｡

今回私た ちが間近で経験 した震災は ､ 多く の犠牲をともなっ て ､
メ ッ セ

ー ジと気づ きを与えてくれま した｡

今まで の 誤りに気づ き､ 悔い 改める ことを｡

ひ とりひ とり の意識が変わらなければ､ 本当 の再生はあり えない ことを｡ 自然に対 して全て の 人が ､ 善意の意思を

も っ て接すれ ば､
自然は見返 りを求め る こ となく ､

全 て を与えてくれ るはずです｡

シ ャ ン タジの 印象的な言葉が あります｡

｢ エ コ ロ ジ ー というと ､ い い こ とをや っ て い ると思うの は

ち ょ っ と危険なうぬ ぼれ

昔はあたり まえにや っ て いた｣

昔 の人は 自然との 分離感が なか っ たの では
‥ ･

自然の恵みに より ､ すべ て の生活 がまわ っ て い て ､
感謝の気持 ちをも っ て い たの で はな い で しょうか0 また自然の

は かり知れない力 に対する畏怖畏敬 の念も忘れ て い なか っ たの で はない で しょ うか｡

最大限 ､
究極 の ｢調和 して生きる｣ とは ｢ 自然界と

一

体化に なる こと｣

さあ
､
これか ら自然と どうや っ てチ ュ

ー ニ ン グして いく か ! 原点にか えっ て ､ 学んで い かなければと思い ま した0
(仙台 参加者)




